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2005年12月14日、ジャズシンガーとして待望の
リーダーアルバム「NEARNESS OF YOU/星乃けい」、
2006年12月20日「IN A SENTIMENTAL MOOD/
星乃けい」をＬＰ、ＣＤでリリース。 オーディオファン、
ジャズファンから高く評価支持される。

渋谷のJZ-Brat、観客は錚々たるメンバー
officialwebsite

https://www.hoshinokei.com

　2005年12月14日にジャズ歌手と
しての1枚目のCDが発売され、
Swing Journal、Jazz Life、CD 
Journal、Stereo Soundなどジャ
ズ誌、オーディオ誌からの取材が始ま
りました。撮影も久しぶりだったので
緊張しました。また、高音質のレコー
ディングだったのでオーディオマニア
の方々からも高い評判をいただき、
ヨーロッパのオーディオメーカーさん
も広告に使ってくれてビックリ。私は
ポップスからジャズへの参入なので取
材の中で「これまでのジャンルを唄う
のと、ジャズを唄うというのは何が違
いますか？」という質問には考えさせ
られました。ジャズを始めて日が浅い
のに、難しい。少しお時間をいただい
て「同じです。心を込めて一生懸命に
唄うことに変わりはないです」とお返
事しました。やっぱり原点がブレてしま

バーに来てもらったので音楽面での
不安はなかったのですが、お客様のご
予約リストを見て驚愕。ユニバーサル
ミュージック社長、ビクター社長、エ
レック社長、チャゲ＆飛鳥事務所社
長、肩書だけをみるとビビりそうな
面々がズラリと。でもお名前を見ると、
どの社長も若いころにお世話になっ
た方々ばかりで、この日は社長という
立場ではなく「よう子ちゃん（本名）が
ジャズを唄うんなら応援に行くよ」って
来てくれたのでした。ほんと、泣きた
いくらい嬉しかった！

うと、どんなジャンルも唄うことはでき
ないと思います。まずは一生懸命に
唄って、ジャズは時間をかけて経験を
積んでいこうと今でも思っています。
　さて、ジャズを初めたばかりの私
に、どうしてレコーディングや取材な
どのチャンスが訪れるのかしらと思わ
れているかもしれませんね。それは
きっと私が音楽業界という一つの世
界にずっと居たからだと思います。売
れようが売れまいが、表舞台でも縁の
下の力持ちでも、ここにしか居場所は
なく、ネットワークもここにしかないの
です。なので私がジャズを唄い始めた
と昔のディレクターが聞きつけて、レ
コーディングの話が決まったし、各雑
誌社の取材もしていただけました。世
の中には私のまったく分からない業界
がたくさんあってお恥ずかしい次第で
すが、一つの世界をずっと生きていく
のもいいもんだなぁと思っています。
そのディレクターのおかげで良い状況
でCDを発売できたし、とんとん拍子
に進み、私は彼の音楽出版社に所属
しました。そして「CD発売記念LIVE
をやりましょう！どこでする？」と聞かれ
て「渋谷のJZ-Bratでやりたい～！憧
れのマリーナ・ショウの唄ったステー
ジに立ちたいです」。決まってワクワク
しました。当日はレコーディングのメン
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▲渋谷のJZ-Brat
　セルリアンタワー東急ホテルの2階
　写真はホームページから


